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光ネットワークインターフェースボックス
★ギガイーサー・HDMI－WDM/TDM制御付CWDM光送受信装置★

■ 特徴
①ギガイーサ1000Base-T／光送受信
② HDMI／光送受信
③2.5Gbpsプロトコルフリー／光送受信
④4波／8波CWDM波長選択制御機能、WDM/TDM制御機能
⑤CWDM-SFP光源型 ： 経済化、多機能化
⑥波長選択レーザアレー光源型 ： 小型化、多波長化

①

②

④

③

①
②

③

光ファイバーネットワーク

④
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■ONIB(SFP)の主な仕様
入出力：１０００Base-T、HDMI、２．５Gbps
光出力： 1.53 1.55 1.57 1.59μｍ4波長
入出力光波長選択スイッチ機能（WDM選択機能）
入出力時間分割制御スイッチ機能（TDM機能）
大きさ： 430x88x300mm
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★ WDM/TDM制御付CWDM光送受信装置★

■ハイビジョン双方向通信の実施例
2台のハイビジョンカメラHDR-HC3の映像の双方向通信
[HDVカメラ→IEEE1394→PC→ONIB（SFP)]2台間を光ハブ
ネットワークを介して接続し、双方向伝送している風景

■構成図

■ONIB(SFP)外観写真

ONIB(SFP)-1 ONIB(SFP)-2

4x1-1x4光ハブ装置

HDVカメラ-1

HDVカメラ-2

光4波選択用
PCディスプレー

HDVモニター2
HDVモニター1

光出力/入力

2.5G-IN/OUT-SMA

HDMI OUTHDMI IN

10BASE-T
（PC制御信号）

GPS入力

1G-BASE-T
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■ONIB(SFP)の主な仕様
入出力：１０００Base-T(RJ45)
光出力：ＴＬＡのλ１～λ８（1535nm～1557.4nm）から

3.2nm間隔の任意の１波長を設定できる。
大きさ： 270x49x250mm
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★ TLAの８波長選択機能付き1000-Base-T光送受信装置★

■ハイビジョン通信の実施例
2台のONIB(TLA)によるHDV/Ip光伝送の実施風景
後方の時計をHDR-HC3で撮影→IEEE1394→
PC（HDV-MPEG2-TS/IP変換:HIT8使用） →１G-T →
ONIB(TLA)-1 → 光伝送 → ONIB(TLA)-2 →１G-T →
PC(HIT8使用） →HDVモニター

■構成図

TLA実装部分の写真

ONIB(TLA)-1ONIB(TLA)-2

ONIB(TLA）外観写真

RJ-45
1Gbase-T

RS232C
PC制御

SM-SCコネクター
光出力/入力
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イーラムダネット株式会社
〒229-0029 神奈川県相模原市弥栄2-12-24
TEL/FAX 042-755-8785
URL http://www.e-lambdanet.com

お問合せ先：

ELN
E-LambdaNet

１．ハイビジョン圧縮伝送（MPEG2-TS/IP）：HIT8システムの適用
２．ハイビジョン非圧縮伝送（HDMI)：光4波長多重の広帯域伝送
３．ハイビジョンリアルタイム相互通信

★サイバーホスピタル
★ハイビジョン映像（美術館、博物館、動物園など）の遠隔地での鑑賞
★安心･安全のための監視システム（防犯、交通情報、河川情報など）

４．大容量ファイルの高速伝送
★大学、研究機関、医療機関相互のデータ交換

光ネットワークインターフェースボックス

★ ★

本研究開発は、総務省関東総合通信局の地域情報通信技術振興型研究開発（SCOPE-C)のご支援により
実施しております。
SCOPE-Cの共同研究開発機関：イーラムダネット株式会社 青山学院大学 富山県立大学
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広帯域光アンプ SOA300
★CWDM光ファイバー網への適用★

■ 特徴
① 小型軽量低消費電力
② 広帯域特性：1.5μｍ帯のCWDMの多波長増幅
③ 光ゲインおよび光パワーを電流により制御
④ 起動スイッチのみで動作開始する取扱い易い構成
⑤ 各種光伝送路の損失補償
⑥ 増幅機能付き多入力多出力光ハブの実現

SOA14-pin MSA Package
30x12.7x6.45mm
SOA=半導体光増幅器

広帯域光アンプ SOA300
表面パネル ２００ｘ８８ｍｍ
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広帯域光アンプSOA300の特性
★CWDM４波の光増幅の電流依存性★
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広帯域光アンプSOA300の応用
★LossLess 光ハブの実現★

増幅機能付き多入力多出力光ハブの構成例

１ｘ４～１ｘ８カプラ／スプリッター １ｘ４～１ｘ８カプラ／スプリッター

光アンプ

多入力 多出力
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イーラムダネット株式会社
〒229-0029 神奈川県相模原市弥栄2-12-24
TEL/FAX 042-755-8785
URL http://www.e-lambdanet.com

お問合せ先：

ELN
E-LambdaNet

１．半導体光増幅器SOAをもっと活用しましょう。
２．SOAは、広帯域かつ多波長光増幅が可能です。
３．光ファイバーネットワークでは、光カプラや光スプリッタ、

光ハブなどが利用されますが、その損失のため
便利な活用法が制約されています。
SOAの適用により損失のない自由度のある光ハブネットワークが
実現できます。

４．利用し易い電流可変機能を有する広帯域光アンプSOA３００の
ご購入を希望される方からの連絡をお待ちしています。

広帯域光アンプSOA300
御利用希望の皆様へ

本研究開発は、総務省関東総合通信局の地域情報通信技術振興型研究開発（SCOPE-C)のご支援により
実施しております。
SCOPE-Cの共同研究開発機関：イーラムダネット株式会社 青山学院大学 富山県立大学
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①光ハブ装置

イーサーネット

②光ネットワークインターフェース
カード（光NIC）

③制御ソフ
トウェア

ルータ

イーサネットケーブル

光ファイバ（波長多重）

画像サーバ
または
HDTVモニタ

ゲート
ウェイ

PC

PC HDTV
画像

制御信号の
光リンク

画像信号の
光リンク

PC

インターネット

①光ハブ装置

イーサーネット

②光ネットワークインターフェース
カード（光NIC）

③制御ソフ
トウェア

ルータ

イーサネットケーブル

光ファイバ（波長多重）

画像サーバ
または
HDTVモニタ

ゲート
ウェイ

PC

PC HDTV
画像

制御信号の
光リンク

画像信号の
光リンク

PC

インターネット

総務省関東総合通信局の地域情報通信技術振興型研究開発（SCOPE-C)の平成18年度採択課題（H19年継続）
共同研究開発機関：イーラムダネット株式会社 青山学院大学 富山県立大学

安心・安全な地域情報ネットワークに適した分散同期制御光波長多重ローカルネットワークの研究開発

１．研究目的：光波長多重技術を用いエンドエンドに光リンクで接続するローカルネットワークを提案し光ファイバー上を流れる１～１０

ギガビット毎秒のデータを高度に制御する分散同期制御方式を確立することを目的とする。

２．研究内容と期待される研究成果：①、②、③の研究開発することにより、現在のイーサネットでは対応できない高速かつ高品質な

ローカルネットワークを構築でき、高品位画像伝送用光リンクを任意のロケーション間でフレキシブルに設定できる、

３．研究成果の社会的意義・社会への波及効果：たとえば、災害の高品位画像情報を活用して、地方自治体組織が迅速に行動したり、

テロの危険性を未然に防ぐために道路に設置されたHDVカメラが高品位画像を収集して犯罪捜査に活用するなどが期待できる。
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地域中核医療機関

地域社会に貢献する光ローカルネットワーク：例1

サイバーホスピタル

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（グローバル）

FTTH
100Mbps

電話局

ローカル光ネットワーク
例：2.5Gbps

ローカル光ネットワーク
の管理運営画像処理技術の研究

大学、研究機関

診療所A
診療所B 診療所C

例：北里大学病院

例：北里大学長谷川博士、青山学院大学水澤教授
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HDVカメラ

送信・受信PC

IP送信アプリケーションソフト
IP受信アプリケーションソフト

キャプチャボード

ドライバ

Ethernet
ボード x１

IEEE1394

受信・送信PC

Ethernet
ボード x１

キャプチャボード

ドライバ

HD対応TV

コンポーネントケーブル

IP受信アプリケーションソフト
IP送信アプリケーションソフト

ハイビジョンIP伝送システム：HIT８ｉ
ハイビジョンHDMI光伝送システム：HIT8h

HDVカメラ

IEEE1394

HD対応TV

注＊１：Intel Pro/100T or 1000T Ethernet Adaptor推奨

ビデオ､グラフィックボード
DVI,VGA,Dケーブル

コンポーネントケーブル

DVI,VGA,Dケーブル

ビデオ､グラフィックボード

OS(Win XP Pro/Home)
CPU/Pen4 or D /3GHz or
Core2Duo
ﾒﾓﾘ /１GB
グラフィックボード /128MB
PCI/32Bits以上
PCI-Express

光パス
ネットワーク

または
１００Ｍ-

イーサネット

ELN
E-LambdaNet

HDTVへ

OS(Win XP Pro/Home)
CPU/Pen4 or D /3GHz or
Core2Duo
ﾒﾓﾘ /１GB
グラフィックボード /128MB
PCI/32Bits以上
PCI-Express

光NIB 光NIB
光WDM伝送

HDMI

HDMI

光ローカルネットワーク
コントロール
（イーサネット）

コントロール
（イーサネット）

注＊2：光NIB=ネットワークインターフェースボックス（HDMI-光変換・光波長パス選択・分散同期制御）

光ハブ装置HDTVへ
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ハイビジョン光LANシステム
特徴

１． HDV/IP伝送によるマルチキャスト配信
送信側PCには、キャプチャボードとIP送信アプリケーションソフト、
受信側PCには、IP受信アプリケーションソフトのみで動作

２． HDV/IP双方向伝送によるHDTV会議
送受信PCに、キャプチャボードとIP送受信アプリケーションソフト

※ 送受信に必要なPCの推奨スペック（あくまでも推奨スペックであり、動作を保証する限りではありません。）

OS：Windows XP Home Edition/Professional SP2
CPU：Intel Pentium4 3.0GHz or Pentium D、もしくはAMD Athlon64 3000+以上, Core2Duo
（Celeron、Celeron D、Turion、Sempronでは動作しない可能性があります。）
メモリー：1G以上
LAN：1000M オンボードLAN
グラフィックボード：128M以上（HD対応TVに画面を出力する場合はD端子出力対応の

グラフィックボードが必要です。）
USBポート：1スロット
PCIスロット：2スロット（212mm x 107mmのPCIカードが差し込み可能なサイズのPC）、

PCI Expressｘ１
※ HDV映像の受信のみの場合はPCIスロットは使いません。

3.    非圧縮ハイビジョンCWDM光双方向通信（HDMI端子利用）

イーラムダネット株式会社
〒229-0029 神奈川県相模原市弥栄2-12-24
TEL/FAX 042-755-8785
URL http://www.e-lambdanet.com

お問合せ先：

ELN
E-LambdaNet
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In My ViewIn My View

21世紀のこれからの社会は、団塊の

世代の大量退職と少子高齢化社会へ、

雇用社会から起業社会へ、国境を越え

たグローバルな社会へ、人も物も距離

感のないユビキタス社会へと変化して

いく。その様子が次第に身近に感じら

れ始めている。このようなマクロな社

会構造変化の中で、インターネットの

需要はますます増大し、そのインフラ

ストラクチャーである光ファイバー通

信や無線通信に支えられるネットワー

ク社会は、2010年に向けて加速しなが

ら進展する。

これからの情報通信社会では、次世

代ネットワーク（NGN）のあり方は、日

本の将来の競争力を考える上で、今、

大変重要である。従来のインターネッ

トは、低価格でだれとでもつながる自

立分散型のメリットが受入れられて拡

大の一途をたどってきた。今後もさら

に人のみでなく物までも情報交換する

ユビキタスネットワークへ進む。一方、

従来型の延長では、QoSを取り入れた

ネットワーク手法を導入しても限度が

ある。インターネットのトラフィック

は、平均年2倍で増加しており、動画

配信も益々増加し、さらに、大容量の

ファイルデータ伝送なども増加するこ

とを考えるとついには限界に直面する。

特にハイビジョン伝送などには、エン

ドツーエンド型の光パスをユーザが選

択できる様なバイパスできるネットワ

ーク環境のニーズが顕在化することが

予想される。多くのユーザがエンドツ

ーエンドの光パスを利用できるように

するには、まだ、多くの技術課題があ

る。

弊社、イーラムダネットは、光ICT

関連技術の開発型のベンチャである。

文部科学省の大学等発ベンチャ創出支

援制度による補助事業の一つに採択さ

れた「光波長パスをエンドツーエンド

にはる光ラベルスイッチルータと関連

機器開発」を、富山県立大学を中心に

して3年間実施した後、昨年4月に創業

した。現在も富山県立大学と青山学院

大学からの知的リソース、および大学、

NTT、NTT-AT、関係協力会社での

技術蓄積を糧に研究開発型事業を展開

している。たとえば、昨年には、神奈

川県の大学発・大企業発ベンチャ創出

促進プロジェクト事業支援を受けて、

光ネットワーク端末用の小型化経済化

を目指した波長多重光源ユニットの研

究開発を進め、また、今年からは、総

務省の地域情報通信技術振興型研究開

発（SCOPE-C）に採択されて、安心安全

な地域情報通信に役立つ光波長多重ロ

ーカルネットワークの研究開発と実用

化を進めている。本社のある相模原市

近傍の病院と診療所間の遠隔医療ハイ

ビジョンネットワーク、交通整理や災

害対策に役立つ遠隔監視ハイビジョン

ネットワーク、博物館や美術館を遠隔

の地域スポットである駅や公共の広場

にて鑑賞できるハイビジョンネットワ

ークなどへの応用を狙った地域に喜ば

れる小規模なローカルネットワークの

開発を目標にしている。

このような小さな目標の集積が大き

な国の目標達成の一助となれば幸いで

ある。政府の推進する平成18年度から

の第3期科学技術基本計画のモットー

であるイノベートジャパンやIT戦略本

部の提唱するユビキタスジャパンへ向

けて大規模な国の予算が投入される予

定になっている。失われた10年などと

ならないよう、大企業の役割、中小企

業やベンチャの役割、大学や公的な研

究機関の役割を留意し、大企業とベン

チャと大学の相互協力補完により、経

済効果のある社会に役立つイノベーシ

ョンが創出されることを願う。この9

月にはJSTおよびNEDOの主催する第

3回目となるイノベーションジャパン

2006が開催される。昨年に引続き弊社

も大学に協力して技術公開の一端を担

う予定である。本記事を見られた方々

の参加に期待する。 LFWJ

菅田 孝之

ベンチャには、規模にこだわらない開発型と高成長で規模拡大を狙うIPO型

がある。いずれもその成功には、光る技術、光る人材、光るマーケットを有す

ることが条件となる。ベンチャ企業は、小規模からのスタートであり、まず

は、大企業で育ちがたい新規事業、イノベーションの創出や地域振興などへ

の貢献を目標にしよう。

光ベンチャビジネス
――地域に役立つ光ネットワークへの貢献

著者紹介
菅田 孝之
イーラムダネット株式会社
代表取締役社長　
e-mail: sugeta@e-lambdanet.com






